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(57)【要約】
【課題】取出口を開閉する扉のロック部材に、投函され
た郵便物が当たることを抑えることができ、尚且つ内部
のスペースを有効に利用することができる郵便受けを提
案する。
【解決手段】本発明の一実施形態の郵便受け１は、前面
に投函口２０を有し、後面に取出口２１を有する箱状の
ケース２と、取出口２１を開閉する扉４と、扉４の下端
部から前方に突出するロック部材５とを備える。ロック
部材５は、取出口２１を閉じる姿勢にあるときの扉４を
、ケース２に固定するものである。ケース２は、底板２
５と、底板２５の一部から上方に突出した載置台１０を
有する。載置台１０の上面は、後方ほど上方に位置する
ように傾いた傾斜面である。載置台１０の後方には、ロ
ック部材５を収容可能なスペースＳ３が位置する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面に投函口を有し、後面に取出口を有する箱状のケースと、
前記取出口を開閉する扉と、
前記扉の下端部から前方に突出するロック部材とを備え、
前記ロック部材は、前記取出口を閉じる姿勢にあるときの前記扉を、前記ケースに固定す
るものであり、
前記ケースは、
底板と、前記底板の一部から上方に突出した載置台を有し、
前記載置台の上面は、後方ほど上方に位置するように傾いた傾斜面であり、
前記載置台の後方には、前記ロック部材を収容可能なスペースが位置することを特徴とす
る郵便受け。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、郵便受けに関し、特に、取出口を開閉する扉にロック部材が設けられている
郵便受けに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、前面に投入口を有し、後面に取出口を有する箱状の本体部と、取出口
を開閉する扉とを備える郵便受け箱が開示されている。
【０００３】
　この郵便受け箱では、扉を開かないようにロックするロック部材が、扉の下端部に取り
付けられている。このロック部材は、本体部内の底部分に突出する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２２０５６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の郵便受け箱では、投函された郵便物が、本体部内の底部分に突出す
るロック部材に当たる場合がある。ロック部材は、扉をロックするための構造であり、ま
た、扉の開閉に伴って動くため、郵便物がロック部材に当たると、郵便物に汚れや傷が生
じる原因ともなる。
【０００６】
　本発明は、取出口を開閉する扉のロック部材に、投函された郵便物が当たることを抑え
ることができ、尚且つ内部のスペースを有効に利用することができる郵便受けを提案する
ことを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するための本発明の郵便受けは、前面に投函口を有し、後面に取出口を
有する箱状のケースと、前記取出口を開閉する扉と、前記扉の下端部から前方に突出する
ロック部材とを備え、前記ロック部材は、前記取出口を閉じる姿勢にあるときの前記扉を
、前記ケースに固定するものであり、前記ケースは、底板と、前記底板の一部から上方に
突出した載置台を有し、前記載置台の上面は、後方ほど上方に位置するように傾いた傾斜
面であり、前記載置台の後方には、前記ロック部材を収容可能なスペースが位置すること
を特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】



(3) JP 2016-112083 A 2016.6.23

10

20

30

40

50

　本発明の郵便受けは、取出口を開閉する扉のロック部材に、投函された郵便物が当たる
ことを抑えることができ、尚且つ内部のスペースを有効に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１Ａは本発明の一実施形態の郵便受けを正面側から視たときの斜視図であり、
図１Ｂは同上の郵便受けを背面側から視たときの斜視図である。
【図２】同上の郵便受けを示す分解斜視図である。
【図３】同上の郵便受けを背面側から視たときの斜視図であり、扉が開姿勢にあるときの
状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の一実施形態の郵便受け１は、図１Ａ及び図１Ｂに示すように、前面に投函口２
０を有し、後面に取出口２１を有する箱状のケース２と、ケース２の前面に取り付けられ
た口枠３と、取出口２１を開閉する扉４とを備える。更に、郵便受け１は、扉４の下端部
から前方に突出するロック部材５を備える。本明細書では、図１Ａ及び図１Ｂの矢印Ｘ１
で示す方向を前方とし、その反対方向を後方とし、矢印Ｙ１で示す方向を右方とし、その
反対方向を左方として、各構成について説明する。図１Ａ及び図１Ｂの矢印Ｚ１で示す方
向は上方であり、その反対方向は下方である。
【００１１】
　図２には、本実施形態の郵便受け１を分解した図が示されている。ケース２は、図１Ａ
、図１Ｂ及び図２に示すように、天板２２と、左右一対の側板２３と、前板２４と、底板
２５とを有する。天板２２と左右一対の側板２３とは、一体に設けられている。前板２４
は、天板２２の前端部と左右一対の側板２３の前端部にそれぞれ、ねじ等の固定手段で固
定される。底板２５は、前板２４の下端部と左右一対の側板２３の下端部にそれぞれ、ね
じ等の固定手段で固定される。
【００１２】
　天板２２、左右一対の側板２３及び前板２４はそれぞれ、金属板で形成されている。底
板２５は、樹脂成型体である。なお、底板２５は、アルミダイキャストで形成されるもの
であってもよい。
【００１３】
　投函口２０は、前板２４の上部を前後方向に貫通する孔である。取出口２１は、ケース
２のうち、天板２２の後端部と左右一対の側板２３の後端部と底板２５の後端部とで囲ま
れる箇所に位置する。前板２４は、インターホンやカメラ付インターホンを取り付け可能
な取付孔２４０を、投函口２０よりも下方に有する。
【００１４】
　取出口２１を開閉する扉４は、上端部を軸として下端部が上下に回動するように、左右
一対の側板２３の後端部に取り付けられる。扉４は、取出口２１を閉じる閉姿勢と、この
閉姿勢よりも後上方に回動した開姿勢とに切り替え自在である。
【００１５】
　ロック部材５は、扉４の下端部の左右方向の中央部に配置されている。ロック部材５は
、閉姿勢にあるときの扉４を、ケース２の底板２５に固定するものである。ロック部材５
は、扉４の下端部から前方に突出するロック部５０と、扉４の下端部から後方に突出する
操作部５１とを有する。
【００１６】
　底板２５の後端部には、ロック部材５のロック部５０が引っ掛かるロック受け６が設け
られている。ロック部材５は、閉姿勢にあるときの扉４をロック受け６に固定するロック
状態と、扉４を前記閉姿勢から後方に回動可能とするロック解除状態とに切り替え自在で
ある。ロック部材５としては、ダイヤル錠等の各種の錠が用いられる。
【００１７】
　口枠３は、正面視にて投函口２０を囲むように、前板２４の前面に取り付けられる。口
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枠３は、投函口２０に正面視にて重なる箇所に開口３０を有している。口枠３は、ステン
レス等の金属や合成樹脂によって形成される。口枠３は、開口３０を照明可能な照明装置
を更に有する。
【００１８】
　郵便受け１は、投函口２０を開閉するフラップ７０を受けるフラップ受け７と、仕切板
８と、センサーケース９と、口枠３の照明装置等の制御を行う制御部とを更に備える。
【００１９】
　フラップ受け７は、正面視にて投函口２０に重なる箇所に開口７１を有する。フラップ
７０は、上端部を軸として下端部が前後に回動するようにフラップ受け７に取り付けられ
ており、開口７１の周縁部に後方から当たることで開口７１を閉塞する。フラップ受け７
には、開口７１の周縁部にフラップ７０を押し当てるばね等の付勢手段７２が設けられて
いる。フラップ７０は、投函口２０から投函された郵便物によって後方に押圧されること
によって、下端部が後上方に回動して、開口７１を開く。
【００２０】
　フラップ受け７は、開口７１を通じて浸入した雨水を受けて、この雨水を仕切板８より
も前側の領域に落とす水切り部７３と、この水切り部７３から上方に突出した複数の凸部
７４とを更に有する。各凸部７４は、投函口２０から投函された郵便物を受けて、この郵
便物を仕切板８よりも後方の領域に送るための構造である。
【００２１】
　仕切板８は、ケース２内を、排水スペースＳ１とその後方に位置する収納スペースＳ２
とに仕切るものである。仕切板８は、ねじ等の固定手段で底板２５上に固定される。仕切
板８は、上端の位置が各凸部７４の上面よりもやや下方に位置する上下長さを有する。
【００２２】
　口枠３の照明装置等の制御を行う制御部は、フラップ受け７の水切り部７３の真下に配
されている。制御部は、口枠３の照明装置の他に、インターホンやカメラ付インターホン
の制御を行うものであり、外部の商用電源にケーブルを介して接続される。
【００２３】
　センサーケース９には、ケース２の外側の明るさを検知するセンサー９０（図３参照）
が収納されている。センサーケース９は、側板２３の内面に取り付けられる。センサー９
０は、側板２３の後端部に設けた孔に取り付けられ、ケース２の外側に露出する。センサ
ー９０は、ケーブルを介して制御部に接続されており、検知結果を制御部に送信する。セ
ンサーケース９は、このケーブルを前後方向に亘って覆って、ケース２内への露出を防止
する。
【００２４】
　本実施形態の郵便受け１では、底板２５には、載置台１０と、左右一対の扉受け１１と
、左右一対の保護片１２と、複数の突条部１３とが、上方に突出させて設けられている。
【００２５】
　左右一対の扉受け１１は、底板２５の後端部から上方に突出している。各扉受け１１は
、底板２５のうち、後縁から扉４の厚み分だけ前方に離れた箇所に位置する。扉４は、左
右一対の扉受け１１の後面に当たった状態が閉姿勢であり、この姿勢において、鉛直方向
に対して略平行となる。
【００２６】
　載置台１０は、底板２５の一部（本実施形態では、底板２５のうち仕切板８の固定箇所
と扉受け１１との間の部位）から上方に突出している。載置台１０は、この部位において
左右方向の中央部に位置する。
【００２７】
　載置台１０の上面は、後方ほど上方に位置するように傾いた傾斜面である。本実施形態
では、載置台１０の上面は、側面視にて直線状であるが、下方に凸の弧状であってもよい
。載置台１０は、投函口２０から投函された郵便物を上面で受けることで、この郵便物を
後ろ上がりとなる斜め姿勢で保持することができる。
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【００２８】
　本実施形態では、載置台１０は、背面視略矩形状の後板部１００と、側面視略直角三角
形状の左右一対の側板部１０１とを有する。後板部１００と左右一対の側板部１０１はそ
れぞれ板状である。後板部１００の左右端部からそれぞれ、側板部１０１が前方に突出し
ており、後板部１００と各側板部１０１とは略直角に連続している。
【００２９】
　載置台１０は、左右一対の側板部１０１の上面が、後方ほど上方に位置するように傾斜
した傾斜面となっている。後板部１００の上面は、側板部１０１の上面の後縁と略同じ高
さを有する。後板部１００の上面は、扉４が閉姿勢にあるときのロック部５０よりも上方
に位置する。
【００３０】
　左右一対の保護片１２は、側面視略矩形状の板体である。左右一対の保護片１２はそれ
ぞれ、載置台１０の後板部１００から後方に突出しており、後板部１００と各保護片１２
とは略直角に連続している。
【００３１】
　左右一対の保護片１２は、扉４が閉姿勢にあるときのロック部５０の左右に位置するよ
うに設けられている。ロック受け６は、左右一対の保護片１２の間から、左右一対の扉受
け１１の間にかけて位置している。各保護片１２の上面は、扉４が閉姿勢にあるときのロ
ック部５０よりも上方に位置する。
【００３２】
　載置台１０の後方には、ロック部材５のロック部５０を収容可能なスペースＳ３が位置
する。このスペースＳ３は、左右一対の保護片１２と後板部１００とで囲まれる領域であ
る。扉４の回動に伴って移動するロック部材５は、扉４が閉姿勢にあるときに、ロック部
５０がスペースＳ３に収容される。このとき、ロック部５０は、左右一対の保護片１２の
上面よりも下方に位置する。スペースＳ３は、人の手の指先が挿入可能な広さを有する。
【００３３】
　複数の突条部１３は、底板２５のうち、仕切板８の固定箇所と扉受け１１との間の部位
から、前後方向に亘って、上方に突出している。各突条部１３は、前後方向を長手方向と
する帯状体であり、底板２５の上面から上方に僅かに突出している。各突条部１３は、載
置台１０に比べて上方への突出量が短い。各突条部１３は、載置台１０の左右にそれぞれ
位置し、左右方向に互いに間隔をおいて位置する。
【００３４】
　以上説明した本実施形態の郵便受け１では、口枠３の開口３０、前板２４の投函口２０
、及びフラップ受け７の開口７１を通じて、収納スペースＳ２に投函された郵便物を、載
置台１０で受けて、この郵便物を後ろ上がりの傾き姿勢で収納することができる。このと
き、郵便物の後端部は、スペースＳ３に収容されているロック部材５のロック部５０より
も前方に位置するか、または、ロック部５０から上方に離れた箇所に位置して、ロック部
５０に接触しにくくなっている。したがって、本実施形態の郵便受け１では、取出口２１
を開閉する扉４の下端部に設けられたロック部材５に、投函された郵便物が当たることを
抑制でき、投函された郵便物に汚れや傷が生じることを抑制できる。
【００３５】
　また、本実施形態の郵便受け１では、投函された郵便物を後ろ上がりの傾き姿勢とする
ことで、収納スペースＳ２のうち後上部分のスペースも収納のためのスペースとして利用
することができ、収納スペースＳ２を有効に広く利用することができる。これにより、本
実施形態の郵便受け１では、前後方向に長い郵便物が、扉４に当たって折れ曲がることが
生じにくく、郵便物を真っ直ぐな状態で収納しやすくなっている。
【００３６】
　また、本実施形態の郵便受け１では、投函された郵便物を後ろ上がりの傾き姿勢で収納
することができるため、扉４を開くと、郵便物の後端部の下方に手の指先を差し込むこと
ができ、郵便物を上下からつまんで簡単に取り出すことができる。



(6) JP 2016-112083 A 2016.6.23

10

20

30

40

50

【００３７】
　また、本実施形態の郵便受け１では、ロック部５０の左右に保護片１２があるため、投
函された郵便物とロック部５０との接触を更に抑えられるものとなっている。
【００３８】
　また、本実施形態の郵便受け１では、投函された郵便物を突条部１３によって受けるこ
ともでき、郵便物を底板２５の上面から若干浮かした状態で収納することができる。これ
により、投函口２０を通じて浸入した雨水が仕切板８を越えて収納スペースＳ２に至り、
底板２５の上面が雨水で濡れた場合でも、この雨水に郵便物が接触することを抑制するこ
とができる。
【００３９】
　以上まとめると、本実施形態の郵便受け１は、下記の構成を備えることを特徴とする。
【００４０】
　すなわち、本実施形態の郵便受け１は、前面に投函口２０を有し、後面に取出口２１を
有する箱状のケース２と、取出口２１を開閉する扉４と、扉４の下端部から前方に突出す
るロック部材５とを備える。ロック部材５は、取出口２１を閉じる姿勢にあるときの扉４
を、ケース２に固定するものである。ケース２は、底板２５と、底板２５の一部から上方
に突出した載置台１０を有する。載置台１０の上面は、後方ほど上方に位置するように傾
いた傾斜面である。載置台１０の後方には、ロック部材５を収容可能なスペースが位置す
る。
【００４１】
　以上のような構成とすることで、本実施形態の郵便受け１では、底板２５の一部から上
方に突出した載置台１０の後方のスペースＳ３に、ロック部材５を収容することができる
。そして、本実施形態の郵便受け１では、投函口２０から投函された郵便物を載置台１０
の上面で受けて、郵便物を後ろ上がりの傾き姿勢として、ロック部材５に当たりにくくす
ることができる。また、本実施形態の郵便受け１では、投函された郵便物を後ろ上がりの
傾き姿勢とすることで、ケース２内のスペースのうち後上部のスペースも収納のためのス
ペースとして利用することができる。したがって、本実施形態の郵便受け１では、取出口
２１を開閉する扉４のロック部材５に、投函された郵便物が当たることを抑えることがで
き、尚且つ内部のスペースを有効に利用することができる。
【００４２】
　なお、上述した本実施形態の郵便受け１は、載置台１０が、板状の後板部１００と左右
一対の側板部１０１とで構成されるものであったが、載置台１０は、上面が後ろ上がりの
傾斜面であればよく、略直角三角柱状のもの等、他の形状のものであってもよい。
【００４３】
　また、上述した実施形態の郵便受け１は、載置台１０の後方に左右一対の保護片１２を
有するものであったが、左右一対の保護片１２は有していなくてもよい。
【００４４】
　以上、本発明を添付図面に示す実施形態に基づいて説明したが、本発明は上記の実施形
態に限定されるものではなく、本発明の意図する範囲内であれば、適宜の設計変更が可能
である。
【符号の説明】
【００４５】
１　　　郵便受け
２　　　ケース
４　　　扉
５　　　ロック部材
１０　　載置台
２０　　投函口
２１　　取出口
２５　　底板
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Ｓ３　　スペース

【図１】 【図２】
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【図３】
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